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1．CCSに関する取り組み1．CCSに関する取り組み
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（ア）技術面

 CO2の分離回収に関わるコストが大きい。

 安価な大量輸送の手段が確立されていない。

 ⾧期モニタリング技術が確立されていない。

（イ）事業環境整備、経済的インセンティブ等

 現状、CCS事業のための法制度が存在しておらず、関連作業や輸送・貯留する
CO2に関わり事業者が負うべき責任の範囲が明確でない。

 CCSの実装に対する社会受容性の向上が必要。

 ⾧期的な視点で事業リスクを評価することができないため、事業者としては事
業化に向けて本格的にリソースを充当することができない。

 また、CCS事業の商業性も未だ不確かなものであり、日本では他国のような補
助金等の資金的支援の制度がないことも、CCSの事業化を困難なものにしてい
ると考える。

2．CCS導入に向けた課題2．CCS導入に向けた課題
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１．法制度整備:

 2030年のCCS事業の事業化を実現するため、法制化を実行するフェーズにある
という理解です。来年度中には実際のCCS関連法案が策定されることを期待して
います。

２．補助金制度:

 ノルウェーや北米での事例にみられるような補助金スキームの導入を検討してい
ただきたい。

３．鉱区設定プロセス:

 日本国内において、CCSの事業化に向けて、CCSのための鉱区の設定、鉱区付与
に係る具体的なプロセス等の検討を進めていただきたい。適地調査で得られた技
術的データは広く民間に開示され、また鉱区付与のプロセスは透明性のあるもの
であるべきと考えます。

4．適地調査支援:

 日本や海外における、震探や調査井掘削といったCCS適地候補地の調査実施への
ご支援をいただきたい。

3．政府への要望3．政府への要望


